
令和 5年度の事業報告書

令和 5年 4月 1日 から令和 6年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 うすき竹宵
1事業の成果

令和 4年 11月 4日 、5日 に第27回 目の「うすき竹宵」がほぼ通常どおり開催された。今年
の竹オブジェには大がかりのものもあり、少し従来の姿に良い意味で近づいた感じがした。

般若姫行列のコースなど )ヽ細かな部分が変更され行われた。コロナの影響が収まり久々

に人が集まる催しだつたので、予想以上♂,人出となつた。

当法人はこれまでうすき竹宵実行委員会の支援組織としての役認を巣たしていたが、近年準備
に関わるスタンフの確保が難しくなつてきたようだ。スタッフの高齢イととともに固定化が大きな課題

である。当日だけのボランティアは集まりやす蒋 がヽ事前準備の時から参力目する長期のポランティア

は集まりにくい傾由にある。これからの課ォRriでぁる。

次に江戸時代から伝矛)る 自杵祗園祭に関してである。コロナ禍以来、従来の御神幸を実施して

いなかつた。そのため徳年地域の人たちに伝承されてきた祭礼の所作などをうまく継承出来るか

不安だつたが、久々の祭は大きな事故も無く、上々の出来だつたように感じた。

事務所議ではこれまで同様、自杵市藤河内地区の「農村女性の店 ふじがわち直販所」が農産

物の直売をおこなう売り場スペースを提供している。藤河内地区は竹宵で使用する竹の供給地で

あり、タケノコやみかんの産地でもある。月曜日から土曜日までの9時から15時までが営業時間

であり、多くの市民に利用されている。海外からの旅行者も見かけるようになつたが、来客者数が

減少しているのは明らかである。



2事業の実施も関する事項

(1 1こ

の

事業名 具体的な事

業内容

(A)当該事業の

実施 同時

(B)当該事業の

実施場所

(C)従業者人数

(D)受益対象者
の範囲

(E)人数

事業費の金

額

(単位 :千円)

うすき竹

宵支援
(竹↑指・文拗

実行委員

会支援

(A)通年

(B)自 枠市内

(C)260

(D)市民及び観光

客

(E)不特定多数

50

うすきの

案内
(まちづくり)

町並み案

内

(A)通年

(B)自杵市内

(C)10

(D)市民及び観光

客

(E)50

10

まちづくり

支援
〈まちづくり)

祗園祭へ

の支援事

業

(A)6月 から7月

(B)臼杵市内

(C)33

(D)市民及び観光

客

(E)不特定多数

30

まちづくり

支援
(主ちづくり)

商店衛催し

物支援事

業

(A)通年

(B)陶 杵市内

(C)65

(D)市民及び観光

客

(E)不特定多数

30

町/ょ`か服

わい創出

農産物直
売所

(A)通年(約 300

11)

(B)事務所前

(C)175

(D)市民及び観光

客

(E)不特定多数

50



令和 5年度活動計算書

特定非営利活動法人 うすき竹宵
和 5年4月 1日 から令 6 3月 31日 まで (

人件費計

(2)その他経費

会議費

旅費交通費
施設等評価賀'用

減価償却費

支払利瘤、

材料費

その他経費計

事業費計
2管理費
(1)  人件費

役員報酬

給与手当

法定機利費

退職給付費用

柄利厚生費

I経常1文 益
1受取会費

正会員受取会費

賛助会員受取会費

2受取寄付金

受取寄付金

施設等受入評価益

3受取助成金等

受取民間助成金

人件費計

(2)その他経費

会議費

旅費変通費

施設等評ral費用

減価償却費

支払利息

家賛・光熱費

その他経
t費
'計

管理費言r

4事業収常盈

うすき竹宵事業収益
5その他収益

受取利息

雑収益

経常収益計
11経常費用
I事業費

(1)人件費

給与手当

法定編利食|

退職給付費用

福利厚生費

101,505

184p03

270,000

101,505

0

184,003

285

270,000



当期経常増減額
題 経常外収益
1樹定資産菟却益

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用

上過年度奪民益修正損

経常外費用静

税引講当〕樹正味財産増1減額
法人税、住民税及び事業税

当期正味財滋増減額

前期繰越笠殊財産増買

次期繰越五l朱財産額

△15,508

△ 15,508

△ 15,508

45,992
30縦

'4



令和 5年度 貸借紺照表

令和 6年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 うすき竹宵

30484

円 )

I 資産の部

1流動資産

魂金預金

未収金

流動資産合計

2固定資睦

(1)有形 l声』定資産

車両運搬具

什器備品

*****

有形固定資産合計

(2)無形固定資産

ノフトウェア

*****

無形圏定資産合計

(3)投資その他の資産

敷金

*****

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計(A)

H負 債の都

1流動負債

短期借入金

木払金

前受民聞助成金

科    目 金 額

30,484

30,484

★



*****

流動負債合計

2固定負債

長期借入金

退職給付引著金

******

固定負イ責合計

負債合計 (B)

m正 味財遺の部

前期繰繊正味財産

当期正味財産申加額 (減少額)

正味財産合計 (C)

負債及び正味財産合計(B)■ (C)

45992

△ 15,S08

30,484

30,484



科    目 金   額

13767

16717

30484

評価せず

令和5年度 財産 目録

令和6年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 うすき竹宵

円 )

I 資産の部

1流動資産

現金預金

手元現金

普通預金大分銀行日杵支店

未収金  会費  名分

流動資産合計

2固定資産

(1)有形固定資産

什器備品

パゾコン1台

歴史的資料

*****

有形固定資産合計

(2)無形固定資産

ソフトウェア

*****

無形固定資産合計

(3)投資その他の資産

敷金

*****

投資その他の資産計

固定資産合計



資産合計(A)

Π 負債の部

1流動負債

短期待入金  銀行 支店

未集金

預り金

*****

流動負佼合計

2固定負債

長期借入金

*****

固定負債合計

負債合計 (B)

正味財産

30484

0

30,484


